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IUGONETプロジェクトの目的

• 超高層大気の長期変動に関する研究を推進する
IUGONET参加機関だけでなくSTPコミュニティ全体に対して

もう少し具体的に言うと … 

• 研究を主体的に推進する

• 研究を推進するためのインフラ、ツールを整備して
コミュニティに提供する

多種多様な超高層大気データを組み合わせた研究を行う上での

研究者同士の連携を強める と同時に研究者個人のcapabilityを高める
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研究者の連携のために...

京大・生存研

京大・理・
附属天文台

京大・理・地磁気センター

バーチャル情報
拠点による連携
強化

観測DB

(+解析ソフト)

極地研

名大・STE研

地磁気研究
コミュニティ 赤道大気研究

コミュニティ

国内他機関・大学
海外研究者

他の地球科学分
野へ展開

太陽物理学
コミュニティ

電磁気圏研究
コミュニティ

極域研究
コミュニティ

東北大・
PPARC

磁気圏研究
コミュニティ

九大・宙空研

地磁気研究
コミュニティ

XML

XML

XML

XML

XML

XML

XML

メタデータDB

超高層大気科学
バーチャル情報拠点

衛星、数値モデル
データへの拡張
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研究者個人のcapabilityを向上させる...

• 日時、緯度・経度などの物理パラ
メータによるデータセットの存在
・在処の検索、キーワードによる
検索
– 説明、Instrument論文、コンタクト先、

データポリシー、データパラメータ、
...

• 実データDBと連動することにより
データファイル単位の検索

磁気圏専門家

自分のデータを、隣接する
領域のデータと比較したい

Webでデータに関する
情報を調べる

データを取得する

Webの情報が不十分でデー
タの存在がわからない

データの在処がわからない

ネット越しにすぐデータが手
に入らない(気がつかない)

プロットの仕方が不明…

他の研究者に直接聞く、問い合せ
ることになるが
これは時間がかかる

•データの有無の確認レベルまで
丸投げ

•データに関する説明

•作図して渡す手間

•作図ツールの説明

XML
メタデータDB 統合解析ツール

• 異種データをとにかく並べてプロ
ットできる (時系列で比較)

• 公開データについては日時指定で
自動でダウンロードプロット

開発の主体が研究者であることのトレードオフ

• 現場のニーズ・アイデアの吸収

• 身の丈にあったITCを取捨選択
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どのような研究が可能になるか？

• 異なる大気層間の相関に関する
発見的研究が促進される？
– 異種データを検索できる

– 〃を簡単に並べてプロット可能

• 古いデータの発掘、DB整備も行
われる
– より長期の変動を研究可能

• 長期変動という見方でデータを見
る
– 間欠イベントをたくさん見ることで

特性を抽出
(磁気嵐、成層圏昇温、太陽活動、...)

Dst指数

AU/AL指数

成層圏東西風 (by EAR)

中間圏南北風 (昭和基地)

SuperDARN北
海道-陸別短波レ
ーダー
(電離圏南北プラ
ズマ流)

磁気嵐
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メタデータDBによるデータ検索

• 多圏結合の研究をする際、
専門以外のデータの存在、
在処、観測日時を調べるの
に時間を取られる

日時による検索

例: 2006/12/01 – 2006/12/31 の範囲
でデータがあるもの

キーワードによる検索

データの名前、観測器の名前、地磁
気、レーダー、電離圏、成層圏、…

キーワードによる検索

データの名前、観測器の名前、観測
器の種類(地磁気、レーダーなど)、ま
た観測領域(電離圏、成層圏、など)を
キーにして検索できる

観測領域の緯度・経度範囲の条
件をつけて検索できる

例: 緯度60N ~ 70N, 経度200E ~ 250E

を観測していた機器のデータ

Lead: 小山さん (京大WDC)



統合解析ツール

2010/6/17

Lead: 田中さん (NIPR) + ERG
Science 
Center 

IUGONET Data Analysis 

Software (UDAS) 

データロード画面

(JPGU2010デモ版)

•米国THEMIS衛星・地上データ解析
用ソフトウェアがベース。IUGONET

で独自拡張。IDL上で動く。コマンド
ラインツールが基本だがGUIもある

•公開データであれば、データを自動
でダウンロード

•2011年度初めにベータ版リリース
予定

•GUIについては、IDL virtual 

machine (無償実行環境版)で動く
モジュールを配布可能
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UDASによるプロット例

AE指数
（京大WDC）

昭和VLF[8kHz]

（極地研）

女川Pc3指数
（東北大）

陸別地磁気H成分
（名大STEL）

CEB地磁気H成分
（九大）

EAR南北風[18km]

（京大RISH）

ACE Vsw

ACE IMF-Bz

地磁気Dst指数

マウスクリックで

太陽の撮像データを自動
ロード＋プロット
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サイエンスターゲット

No. サイエンス・ターゲット データ

1 太陽彩層輝度と、地球に到達する日光スペクトルの紫外線域強度との相関
が良く、地球大気の気温の変動との関連性を調査する上で有効な指標とな
り得る、という報告あり。

太陽彩層輝度, 気温

2 電離圏電気伝導度の長期変動と、地上磁場観測の長期変動との比較 (静穏
時の地磁気変動の大きさは、伝導度のgeneral trendで決まるはず) 。さらに
、太陽の光球輝度、彩層輝度の長期変動との比較 (太陽からの紫外線強度
が地球電離圏の電気伝導度のgeneral trendを決めているはず)

光球輝度、彩層輝度, 
地磁気データ（静穏時）

3 赤道MLT領域での南北風の長期間観測(1993-2007) : インド(Tirunelveliで
のMFレーダー観測)では北向き風速の減少トレンドが、インドネシア(Jakarta
の流星レーダーとPameungpeukのMFレーダー)では北向き風速が1993-

1999年は減少し、2004-2007年は増大しているのが観測された。前者は地
球温暖化トレンドと関連している可能性があり、後者は太陽活動の11年周期
と関係があるのかもしれない。

赤道MLT領域での南北風（MF
レーダー, 流星レーダー観測）, 
地上気温, 太陽黒点数など

4 VLF帯電波強度データに含まれる雷空電と、赤道大気の観測量や電離層パ
ラメータには相関があることが期待される。

雷空電（VLF帯電波強度）, 赤道
大気の観測量や電離層パラメ
ータ

5 Sq等価電流系（観測・モデル）の長期変動との相関解析
中性風観測との関係は？

グローバル地磁気データ, 中性
風速度, 太陽彩層輝度, F10.7

6 磁気嵐時の熱圏および下層大気圏の風速変動との関係
中間圏、成層圏で何か特徴的な風速変動はないか？
Disturbance dynamoの傍証となるような変動は？

グローバル地磁気データ、地磁
気指数、大気レーダー、流星レ
ーダー、ファブリペロー干渉計

＜超高層大気長期変動に関連したテーマ＞
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超高層大気の長期変動の研究
1992-2007年に流星レーダー(Jakarta)とMFレーダー
(Tirunelveli, Pameungpeuk)で観測された高度86km

における南北風（上）、東西風（下）の長期変動

地球温暖化
による長期
トレンド？

太陽活動に
よる11年周
期の変動？

大気の自然
な長周期変
動？

[by Tsuda et al.]
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成層圏突然昇温によるSq電流の変動

突然昇温発生前1ヶ月
（2008/12/25-2009/01/23）

突然昇温発生後1ヶ月
（2009/01/24-2009/02/22）

• Sq電流系が南北で非対称。南半球で渦構造、北半球で帯状構造
。
（南半球の渦が北半球に張り出している？）

北半球で3-4年に1回くらい起こる長期変動としてとらえる？

元の中性風 元の中性風

子午線方向の風が加わった？

[Tanaka et al.]
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北極電離圏での上向きflowの変動

• EISCATレーダーによる北極域電離圏の上向きfow の長期変動 [Ogawa et al., 2010] 
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まとめ

• IUGONETでは超高層大気の長期変動に関する研究を推
進している。

• 研究をサポートするツールとして、メタデータDB、及
び統合解析ツールを現在開発しており、来年度に
IUGONET内外のコミュニティへの公開を目指している
。

XML
メタデータDB

統合解析ツール

2011年度（来年）初めに
ベータ版公開

〃 末に正式リリース

CAWSES-II に寄与

(2009-2013)

IUGONET
(2009-2014)
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